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アイヌ語樺太方言における動詞の複数形と複数標識 ahci* 
―出来事内部／外部の複数性という観点からの分析― 

 

阪口 諒 

（千葉大学大学院博士後期課程／日本学術振興会特別研究員） 

 

概要 
 本発表の目的は、アイヌ語樺太方言 1における動詞の複数形と複数標識(a)hci（以下、AHCI

と表記する）2という２つの形式の意味および使い分けを出来るだけ正確に記述することで
ある。アイヌ語では数の範疇が名詞にではなく動詞に標示される（いわゆる動詞数 verbal 

number）。複数形を持つ動詞があるほか、動詞人称形の後に付加されて複数性を標示するも
のがあるが、参与者数との一致という単純なものではなく、未だその全貌が明らかにされて
いない。本稿では、アイヌ語の動詞（述語）における複数標示の使い分けを、出来事外部
（event-external）の複数と出来事内部（event-internal）の複数という視点（Cusic 1981）から
分析し、これまでの「出来事の数」（田村 1988）という分析に代わって、動詞複数形が出来
事内部複数性を、複数標識 AHCI が出来事外部複数性を表していると提案する。 

 

１．動詞数について 
WALS の Chapter Verbal Number and Suppletion によれば、動詞数は、主語との一致を表す

屈折ではなく、動詞の範疇としての数であり、動作の回数や動作への参与者の数を反映する。
そうした範疇を表す動詞の複数形は「動作が複数回行われる（多行為 iterative3）」、「複数の
場所で行われる（配分 distributive）」、「動作が複数の参与者に影響を与えるか、複数の参与
者が関与する」という意味のいずれかまたは全てを指す（Veselinova 2013）。 

Mithun (1988) は、北アメリカ大陸の多くの言語において、接辞や語根の交替、重複など
の手段によって、数の範疇が名詞にではなく、主として動詞に標示されることを述べている。

 
* 本稿は科学研究費補助金特別研究員奨励費（課題番号 20J11234）による成果の一部である。 
1 アイヌ語のうち、樺太（南サハリン）で話されていた地域変種を指す。アイヌ語の３大グループ（北海
道、樺太、千島）のうちの１グループである（Asai 1974 による方言分類では、まず北海道・千島と、樺
太が分けられる）。本テキストにおけるローマ字音韻表記は服部編（1964:34）に基づく（アイヌ語の例文
として挙げる場合は混乱を避けるために、発表者の表記法に統一した。訳は出典に日本語訳があるものは
それを利用した）。母音音素は 5 つ/a, i, u, e, o/、子音音素は 12 個/p, t, k, c[ʨ~ts], s [s~ɕ], r[ɾ~ʈ], m, n, w, y[j], 

h[h_a,e,o, ɸ_u, ç_i], '[ʔ]/である（必要がないかぎり、声門閉鎖音/' /は省略した）。音節頭には全ての子音が
立つが、本稿で扱う方言で音節末に立つ子音は/ s, m, n, w, y, h/の６つであると考えられる（東海岸北部、
西海岸南部などを除いて、音節末の p, t, k は母音が後続しない場合、h で発音されることが普通である）。 
2 文献により-hci～hsi、-ci～si など、語形が若干異なるが、それらは自由変異であり、この形態素を AHCI

という表記で代表させる（子音に後続する場合、ほぼ例外なく ahci~ahsi という形で実現するため）。 
3 異なる機会における繰り返しを表す反復に対して、同一の機会内での繰り返しを、Khrakovskij (1989, 

1997) は multiplicative と呼んでいることに従い、多行為と表現することにする（訳は浜之上 1997 より）。 
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アフリカ大陸の言語においても、４大語族のそれぞれに、同様の現象が見られることが知ら
れている（Brooks 1991）。Newman (1980) が（主語との一致現象にも用いられる plural verb

と区別して）pluractional「動作複数」の存在を指摘してから、アフリカ、アジアに同様の現
象が存在することが認識されるようになった（Newman 2012; Henderson 2019）。 

Newman (1990: 54) に指摘されるように、複数動詞を持つ言語には、（派生ではない）異根
動詞がしばしばみられる。異根動詞に関しては、Booker (1982) の報告する北米大陸の諸言
語のデータと、アイヌ語を対照した佐藤（1994）は、数の異根動詞の意味的な特徴に関して、
数の区別は主として場所的動詞に対して行われるという一致を指摘している。亀井・河野・
千野編著（1996: 37）、Newman (2012) が指摘するように、動詞複数形における数の区別は能
格型の共起関係、つまり、他動詞の複数の目的語や、自動詞の複数の主語（Mattiola 2020: 9

は絶対格の項 absolutive argument と表現する）と共起することが多い。後述の異根動詞、接
尾辞-n/-p 交替型の動詞に関しては、アイヌ語も概してこのパターンに沿っている。 

 

２．動詞部における数標示 
２.１．動詞の複数形 
アイヌ語では接尾辞や語根の交替によって動詞の複数を標示することができる（田村

1988: 19）。単数と複数の区別を持つ動詞は全体の一部である。動詞の複数形（ここでは、異
根動詞を含める）の基本形 4は次の３種類の交替型に区分される（中川 2010）。 

 

(1)  語根交替型（異根動詞） 

oman/ paye「行く」、ek/arki「来る」、uk/ uyna「～を取る」など、少数の基本的な意味の
動詞。 

(2)  -n/-p 交替型 

asin/ asip「外へ出る」、ahun/ ahup「入る」、rikin/ rikip「上る」、makan/ makap「山手へ行
く」など、移動の意味を持つ非対格動詞。 

(3)  (-V)/-pa 型（-V は語末母音を指す） 

rukum / rukumpa「～を切り離す」、nasa / naspa「～を割く」、yasa/ yaspa「～を裂く」、kaye/ 

kaypa「～を折る」など他動詞、および hopipi/ hosispa (<hosippa) などのわずかな自動詞。 

 

２.２．動詞の複数形と「出来事の数」 
田村（1988: 19）は「出来事の数」を導入することで動詞の複数形を分析している。 

 

単数、複数の概念は，英語やフランス語などのそれとは異なる。英語やフランス語など
の動詞の「数」は、主語の数に対応しているが、アイヌ語の動詞の数は、その動詞が表
す動作、出来事の数に関するものである。tuye「切る」（単数）は１人が１回切ることを

 
4 本発表では、動詞を挙げるときに、１人称形から人称接辞-an をとった人称語幹形で代表させる。 
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表し、tuypa「切る」（複数）は、２人以上が切ることも、１人が２個以上のものを切る
ことも、１人が１つのものをいくつにも切ることも表わす。２個以上のものを切ったり、
１つを何個にも切り分けたりする場合は、切る動作が２回以上になるから複数形を使
うのである。（中略）rayke「殺す」（単）、ronnu「殺す」（複）の場合は、何人で殺して
もその出来事は 1 人（1 頭）が死んだ瞬間にのみ実現するから、１頭のクマを殺すこと
は、何人がかりで殺しても単数形で rayke、２頭以上を殺すことは、複数形で ronnu と
いう。したがって、他動詞の場合、単数、複数は目的語の数と一致する場合が多い。 

 

自動詞における数（主語）と他動詞の数の問題を、「動詞が表す動作、出来事の数」という
意味的な指標で統一的に捉えているようである（他動詞の複数形と、主語および目的語との
一致を結果的なものとする）。動詞の複数形が「動詞が表す動作、出来事の数」の複数性を
表すという指摘は、例１，２を見た場合、妥当なように思われる（また、動詞数一般の特徴
とも一致する）が、全ての例に応用可能なのか、また、動詞の後に付加された複数標識が何
を表すのかに関しては、動詞と同じ「出来事の数」だけでは解釈できないように思われる。 

他動詞 nasa / naspa「～を割く」の対  

(1) an-emus-ihi   ani  an-kahkawe  wa  an-naspa      wa   an-rukumpa   wa  
1.N-刀-POSS  で   1.N-突く   て 1.N-割く.PL   て  1.N-切る.PL て  
「私は自分の刀で［化け物の腹の中で内臓を］突いて、何度も割いて切って」（Ohnuki-
Tierney 1969: 41） 
 

(2) tani simoyma  ka  hannehka  kii    hikusu   nea   hon-ihi   emus  ani 
いま  動く   も 否定    する ので   その 腹-POSS  刀  で  
an-nasa       yaa     usikehe  kaari  tuhse-an      wa   asip-an       teh 
1.N-割く.SG 完結(?) ところ から 飛び出す-1.N して 外へ出る-1.N して 
「［化物は］もう動きもしなくなったので、その腹を刀で切り開いたところから飛び出
して、外に出て、」（Ohnuki-Tierney 1969: 41） 

 

また、形成法が異なる動詞複数形を同じ複数性を標示すると考えてよいのかという問題点
もある。田村（1988: 18-19）は、他動詞の場合は、動作の回数に合わせて交替するため目的
語の数に一致することが多いと指摘し（明言されていないが、自動詞の場合は主語の数に呼
応して単複の交替を行うと考えているようである）、自動詞と他動詞の区分を考慮している。
佐藤（1994）は、自動詞では、数の区別は主として場所的動詞に対して行われ、①場所での
存在、状態を表す動詞、②ある場所への移動を表す動詞のようなグループであり、他動詞で
は、主として物に対して物理的な力を加えて、形状その他に変化を与える動詞において数の
区別が行われるとする。やはり、自動詞か他動詞かという区別が維持されている。発表者は
この区分を、内項／外項という観点から整理し、以下の分類案を提案する（Wood, T 2006 の、
出来事内部複数性が非対格自動詞の主語に一致するとのの指摘から着想を得ている）。 
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単複の区別を有する動詞の意味分類案： 

① 語根交替型：《対象》のある場所での存在、状態を表す動詞（自動詞なら非対格動詞） 

② -n/-p 交替型：《対象》のある場所への移動を表す動詞（非対格自動詞） 

③ V/-pa 交替型：《対象》に対して物理的な力を加えて、形状その他に変化を与える動詞 

 

動詞数はおおよそ内項の複数性を標示していると考えられる。語幹交替型（異根動詞）・-n/-

p 交替型は非対格動詞で、単複の交替は内項の数に一致する（uk/uyna のような他動詞にお
いても同様）のに対し、V/-pa 交替型は動作の複数性を表す。上で挙げた動詞複数形の他に、
樺太方言には動詞の人称形に後置して複数性を標示する AHCI がある。 

 

２.３．複数標識 AHCI 
 複数標識 AHCI は、上で見た動詞複数形と異なり、動詞人称形の後に付加される（下図参
照）。この複数標識 AHCI が樺太方言では多用されるが、人称体系との関わりが考えられる。 

図１．動詞部における数標示の位置 

 

動詞には主語の人称が、他動詞の場合にはさらに目的語の人称が標示される（慣習に従い、
人称を標示する要素をそれぞれ主格人称接辞、目的格人称接辞と呼ぶ）。主格、目的格どち
らの場合も、３人称はゼロ標示である（人称に関しては次ページの表１参照）。樺太方言で
は１人称の場合も、人称接辞では数を区別できない（例：an-e-nukara「私（たち）がお前に
会う＜私（たち）が・お前を・見る」、例４も参照）。そのため、１、３人称において、複数
であることを表すのに AHCI が用いられることが多いと推測される。服部（1961）は樺太方
言の人称調査結果の報告の中で、AHCI の意義素を以下のように整理している。 

 

服部（1961: 18）： 

-hci《主格あるいは目的格あるいは両者に立つ者が複数》 

ただし、３複が主格に立つ場合には必ずこの形式が必要で、それが目的格に立つ場合に
はこの形式がある方がよく、その他の場合にはなくてもよい。 
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服部（1961）は、人称接辞の調査で得られた結果をまとめているため、参与者数の観点から
のみ記述している。３人称に限らず主語が複数の場合に AHCI が用いられていることが多
いが、それで解釈できない例もいくつか見られる（３.１.４参照）。 

 

表１．樺太方言（東海岸）における人称代名詞と人称接辞（阪口 2019 参照） 
 

自動詞と他動詞で主格人称接辞が異なるものは , で区切り、目的格人称接辞は / で区切って併記した。 
※CI〔ciokay, -as, ci-/in-〕は、KU〔kuani, ku-/in-〕とともに、１人称単数としてのみ用いられ、民話（と自
伝）においては引用文、会話文などでのみ出現する（Sato 1985）。 

 

２.４．問題点 
参与者数との一致という点から見ても、動詞の複数形、複数標識 AHCI ともに、その使い

分けは複雑な問題として残されている。上で見たように、複数接尾辞と複数標識 AHCI は動
詞構造における位置も異なり、実現される複数性も異なる可能性が高い。動詞数を明らかに
したとして、複数標識 AHCI は何の複数性を標示しているのだろうか。また、動詞の複数形
も、形成法に３つのタイプがあり、同じ複数性を表すと即断することは出来ない。以下では、
出来事外部／出来事内部の複数性という観点から動詞数と複数標識 AHCI の分析を試みる。 

 

３．出来事内部／外部の複数性 
Cusic (1981: 67) は、複数性を、出来事内部的なもの（internal to an event）と、出来事外部

的なもの（external to an event）の２つに大別している。前者は単一の出来事が多行為（repetitive）
からなることを、後者はひとまとまりの出来事（a single bounded event）が、同一の機会
（occasion）であれ、多数の機会であれ、反復される（repeated）ことを表す。アイヌ語動詞
の複数形は、村崎（1979）での意味記述からも、出来事内部複数性を表すものと解釈できる
（ここでは分かりやすい例として V/-pa 交替型を村崎 1979 から取り上げる）。 

 

V/-pa 交替型の動詞複数形（出来事内部複数）（村崎 1979: 45） 
sos-o「裂く」   sos-pa「ビリビリ裂く」 
mes-u「（茶碗などを） かく、破る」 mes-pa「何度も破る、何度も割る」 
kay-e「折る」   kay-pa「ポキポキ折る」 
nas-a「割る」   nas-pa「何度も割る」 
rukum「切る」   rukum-pa「ブツブツ切る」 

形式 

人称 

単数 複数 使用域 

人称代名詞 人称接辞 人称代名詞 人称接辞 

1 人称(KU, CI) kuani ku-/in- ciokay -as, ci-/in- 単数・引
用 

１人称（AN）   anokay an-, -an/i- 一般 

２人称 eani e-/e- eciokay eci-/eci- 

３人称 ani(hi) φ/φ 用例なし φ/φ 
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複数接尾辞-pa によって複数形が形成される他動詞の多くは、「割く」、「裂く」などの達成
動詞が目立つが、動作が短い期間の、つまりひとまとまりと認識されうる多行為（repetition）
と相性が良いからと思われる。V/-pa 交替型の複数形で伝えられる意味は、語根が示すもの
が繰り返されていることを示す（異なる機会の動作を表す例は確認できない）。 

 動詞複数形に対して、複数標識 AHCI は次の例に見るように、出来事外部複数性を標示す
ると考えられる。この例では、AHCI は動詞複数形と異なり、主語（外項）に一致している。 

 
(3) poniwne  ohkayo  hon-ihi  nasa=hci（例１，２と比較） 

年下の  男性  腹-POSS 割る.SG=AHCI 
「［長老たちは］年下の男性の腹を開いて」（村崎 1976: 23） 

 

３.１．動詞数と複数標識 AHCI の対比 
以下では、複数形を持つ動詞と、持たない動詞に AHCI が付加された実例を見ていく（V/-

pa 交替型の単数形と複数形の対比は例１、２参照）。 

 

３.１.１．語幹交替型（異根動詞）（《対象》の複数） 
① 異根自動詞（非対格自動詞）⇒AHCI は主語の複数性 
(4) a.  asisne     too   pahno   okay-an     te[h]  Kanetaroo   kotan    ohta    hosipi 

５つの   日  ほど  いる.PL-1.N   て   兼太郎     村     へ     帰る 
「五日ばかり過ぎて、兼太郞が村へ歸って」（山邊 1913: 164） 
（私たち［＝安之助と兼太郎？］は５日ほどいて、兼太郎が村へ帰った。） 
（前述のように、AHCI がないと、１人称単数か複数かは判断が難しい） 
 

b.  re-     moromahpo  okay-an=ahci 
３人の   娘      いる.PL-1.N=AHCI 
「私たち３人の娘が暮らしていました。」（Pilsudskij 2002: Tuita 9,ℓ1） 

 
(5) Bagumke  utara  naa  pirikano  okay=ahci 

バフンケ PL   も  良く    いる.PL=AHCI 
「バフンケたちも元気に暮らしています。」（丹菊翻刻・訳注 2001,ℓ123） 

 

② 異根他動詞 uk/uyna ⇒AHCI は主語の複数性 

② uk / uyna「取る」 

(6) uk のみ 
suy   yuuturu  moromahpo neya hekaci u[h],  
また 真ん中の 娘        その 子供  抱く 
「また真ん中の娘がその子供を抱いて」（Pilsudskij 2002: Tuita 9,ℓ39-40） 
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(7) uyna のみ 
ay-he   emuyke  esisi,  rapoke   ta  emuyke  uyna,  
矢-POSS すべて 外れる  その間 に すべて 取る.PL 
tek-ihi-cin  ohta  neya  ay  ne    kunpe   poroono    uyna 
手-POSS-PL に その 矢 COP NOM   たくさん 取る.PL 
「［アイヌたちが放った］矢はすべて当たらず、同時に彼は手［＝両手］にその矢をた
くさんつかんだ。」（Piłsudski 1912: Nr 4,ℓ65-66） 

 

(8) uk と AHCI 
a. poro   unci an-uaare=si,    yaake    ta  
大きな 火  1.N-焚く=AHCI 岸の方 に  
neya    pon    hekaci   an-uk=ahci 
その  小さい  子ども 1.N-抱く=AHCI 
「私たちは大きな火を焚いて、炉端でその小さい子を私たちは抱いた。」（Pilsudskij 
2002:Tuita 9,ℓ36-37） 

 
b. Rurupa  un nispa  isam  te[h]  ohacirike  ta  mac-ihi   ramat-uhu  
ルルパ の 長 者 いない て    留守    に 妻-POSS 魂-POSS 
neera    an-kii=si       wa,   an-uk=ahci      kuni,  
なんとか 1.N-する=AHCI   て    1.N-取る.SG=AHCI   NOM 
eukoitak=ahci     manuy 
～を話しあう=AHCI  伝聞 
「『ルルパの長者がいなくなって、その留守にその奥さんの魂をなんとか私たちが取
れるように』と（兄たちが）話した。」（Piłsudski 1912: Nr 21,ℓ9-10） 

 
(9) aynu   issinne    tehpo   sineh  ranke  koro   anpe 

アイヌ 一同    鉄砲  １つ  ずつ   持つ もの 
neanpe       naa  emuyke  uk=ahsi          
それ?／TOP?  も  全て   取る.SG-AHCI 
tehpo  kusuri  naa  tama  naa   emuyke  uyna=hsi. 
鉄砲  火薬   も  弾  も   全て 取る PL-AHCI 
「一同鉄砲を一挺づゝ持ってゐるのをまで全部取り上げ、火薬や丸も悉く没収された。
［ロシア兵たちはアイヌ一同鉄砲を一挺ずつ持っているものをも全て取り上げ、火薬
や弾も全て取り上げた。］」（山邊 1913: 89-90） 

 

例９では、uk「取る」という１回の動作で没収するのは１丁の鉄砲、uyna「取る（複数）」
という動作で没収するのは（当然複数あると思われる）たくさんの火薬・弾である。uk は
「１つのものを何度も取る」を想定できず、「たくさんのものを取る」を意味する。ただし、
これは対象の位置を変化させるものであり、V/-pa 交替型とは単複の交替の条件が異なる。
この動詞が異根動詞なのは非対格動詞と同じく《対象》（＝内項）の複数性を表すからだか
らと思われる。 
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３.１.２．-n/-p 交替型⇒AHCI は主語の複数性 
(10) a.  “… wen  toko  ohta  eci=ahuh5  anahkayki  an=eramiskari kusuiki " 

悪い 所   に 2PL.N-入る.PL  しても   1.N-知らない 意志 
「臭い飯食はうと、何しようと、俺は知らんぞ！［刑務所にお前たちが入っても、
私は知らないからな！］」（山邊 1913: 48） 

 
b.  an-tu-yup-ihi    apa tuyka  ta  ahup=ahci      manuy. 

1.P-２の-兄-POSS  戸 上   に 入る.PL=AHCI 伝聞 
「二人の兄が戸口に入ったとさ。」（Piłsudski 1912: Nr 23,ℓ163） 

 
(11) neeteh    sinkeykehe  suy  niina=hci       kusu  makap=ahci; 

そうして 次の日   また 薪とり=AHCI ため 山手へ行く=AHCI 
「そうして［２人の姉は］次の日、またマキ取りに山へ行った。」（Pilsudskij 2002: Tuita 
9,ℓ8） 
 

(12) re-aynu-ne   kira-an=ahci.       neete[h]   sine   nay  an,  
３の-人-COP 逃げる-1.N=AHCI  そうして １つの  川 ある.SG 
nay caruh[u] ta sap-an=ahci,  
川 の口  に 下りる.PL-1.N=AHCI 
「私たちは３人で逃げた。そうして川が１つあった。私たちは川口のところに下りて行
った。」（Pilsudskij 2002: Tuita 9,ℓ60） 

 

３.１.３．V/-pa 交替型（動作の複数）⇒AHCI は主語の複数性 

nasa / naspa「割く」の対 （naspa=hci の例は未見） 

(13) nea  hon-ihi  emus  ani  an-nasa   yaa   usikehe   kaari  tuhse-an      wa（＝例２） 

その 腹-POSS  刀 で  1.N-割く 完結(?) ところ から 飛び出す-1.N  して 

「［化物は］もう動きもしなくなったので、その腹を刀で切り開いたところから飛び出
して、外に出て、」（Ohnuki-Tierney 1969: 41） 
 

(14) poniwne  ohkayo  hon-ihi  nasa=hci（＝例３） 
年下の  男性  腹-POSS 割る.SG=AHCI 
「［長老たちは］年下の男性の腹を開いて」（村崎 1976: 23） 

 
(15) an-emus-ihi   ani  an-kahkawe  wa  an-naspa      wa   an-rukumpa   wa（＝例１） 

1.N-刀-POSS   で   1.N-突く  て 1.N-割る.PL   て  1.N-切る.PL て  
「私は自らの刀で［化け物の腹の中で内臓を］突いて、（何度も）割いて切って」 

（Ohnuki-Tierney 1969: 41） 
 

 
5 大原（1991: 54）は、自伝テキストである山邊（1913）に関して、２人称複数人称接辞 eci-（51 例）と
AHCI が共起した例はないと指摘している。 
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３.１.４．複数形を持たない動詞 
 複数形を持たない動詞の場合も AHCI の多くは主語（外項）の複数性を表すが、そう解釈
できない例も散見される。主語の複数性と解釈できない例を ①目的語の複数、②時間・空
間の複数 に分けて示す。 

 

① 目的語の複数について 
接尾辞-pa とは対照的に、複数標識 AHCI は、多行為、つまり、単一の出来事として表現

される事態の中の動作の複数性には用いられない。時間・空間的に反復される出来事をも表
す（Cusic 1981 は repeated action と表現している）。AHCI の機能について、服部（1961）が
主語と目的語どちらが複数の場合にも用いられると指摘している。テキストからも、アイヌ
語の他動詞のうち、目的語に人間などを想定するもの（例えば、可愛がる、伝える）では、
AHCI が目的語の数と一致する例が多い（例 14～16）。 

 
(16) ku-mic-ihi-hcin    ku-raanup=ahci. 

1SG.P-孫-POSS-PL 1SG.N-可愛がる=AHCI 
「私はとても［２人の］孫をかわいがったよ」（村崎著・丹菊編 2013: 26） 

 
(17) an-tu-yup-ihi          an-ekoweepekere=hci, 

1.P-二人の-兄-POSS   1.N-～を～に物語る=AHCI  
nu=hci     anpe  eurayahte=hsi      manuy 
聞く=AHCI  こと ～をみんなで褒める=AHCI   伝聞 
「私は２人の兄に物語ると、それを聞いて［２人の兄は］感嘆したとさ。」（Piłsudski 1912: 
Nr 23,ℓ198-199）（nu, eurayahte の後の AHCI は主語の複数性） 

 
(18) an-ekoweepekere=si,              eicaarare=si 

1SG.N-～を～に物語る=AHCI    信じない?=AHCI 
「（上の二人の娘）に私はそのことを話した。姉たちは信じなかった。」（Pilsudskij 2002: 
Tuita 9,ℓ17-18）（eicaarare の後の AHCI は主語の複数性） 
 

(19) pon    sironkani     ikoro（中略） 
小さい 銀     貨 
sine[h]  ranke   hekaci    utara    ohta    i-kosanke=hsi.  
一つ   ずつ  子ども  たち   に   1.O-～に出す=AHCI 
「［松本十郎が］十銭銀貨を、一つずつ私たち子供たちへくれた。」（山邊 1913: 28） 

  

AHCI は出来事外部の複数を表すと考えられるが、目的語の個別性が高いと、AHCI は目
的語に一致する可能性がある。V/-pa 交替型の動詞がひとまとまりの出来事の中での動作の
回数を数えるとすれば、AHCI はひとまとまりの出来事を、主語を起点に数えることを基本
としつつも、目的語の個別性の高い場合は目的語を起点に数えると言えるのではないだろ
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うか（いずれの場合も出来事外部複数性とすれば、解釈しやすい）。 

 なお、丹菊（2012: 119）は、AHCI によって複数化された動詞のうち、目的語の数に一致
するのは「rayki「殺す」ee「食べる」のほかには一部の使役動詞だけのようである」と指摘
しているが、ee のような動詞が挙げられているのは、民話で ee「食べる」の対象が人間で
あることが多いことも関係するのではないかと思われる（物語では unkayuh など人を食う
化物が出てくることが多い）。丹菊（2012）が目的語の複数に一致する可能性が高いと指摘
した ee「食べる」が用いられた次の例で、目的語の数（すう）が文脈から複数と考えられて
も、個別性が低いために、AHCI が表現されていない可能性がある。 

 
(20) keeraan   cep uta  naa  an-ee 

おいしい  魚 PL  も   1.N-～を食べる 
「おいしい魚たちをも食べ」（村崎 1976: 4） 

 

② 時間・空間の複数 
 丹菊（2012: 119）でも「長期にわたって繰り返されたできごと」を AHCI が表しうること
を指摘しているように、AHCI は主語だけでなく、時間・空間的に複数の事態であることも
表す可能性がある。以下、主語の複数とは考えにくい例を挙げる（目的語が複数である例 16

～19 も参照）。 

 
(21) 異なる場所 

herohki anpene  hayta    Ohakotan   Seraroka  pateki  ponno  rayki=hci 
ニシン  本当に 足りない オハコタン セラロカ   だけ  少し   獲る=AHCI 
「ニシンが本当に不足しています。オハコタン、セラロカでだけ少しとれました。［オ
ハコタン、セラロカだけが少し獲りました。］」（丹菊翻刻・訳注 2001:ℓ148-149） 
 

(22) 反復（異なる機会） 
kespaasinko, hankan  Rurup[a]  un  nispa  
毎年      近くの ルルパ  の  長者 
tan   poro   inaw  sike  ani  israkara=hci,  
こんな 大きな 木幣  荷物 で  捧げ物をする=AHCI 
「毎年、近くのルルパの長者はこんな大きな木幣の贈り物を捧げる。」（Piłsudski 1912: 
Nr 24,ℓ8） 
 

(23) 反復（異なる機会） 
Monitahno   pomoshnik-starosta   3  en  ranke  koro=hci    manuy 
モニタㇵノ  村長助手         ３ 円   ずつ   持つ=AHCI 伝聞 
「モニタハノは村長助手で３円ずつもらえるそうです。」（丹菊翻刻・訳注 2001:ℓ42-43） 
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３.２．出来事複数性の特徴 
 出来事複数性は、大きく分けて、繰り返しを、別々の出来事として捉えるか、多数の内部
局面を持つ単一の出来事として捉えるかのどちらかである。これまで見てきたように、アイ
ヌ語の動詞複数形と複数標識 AHCI は、それぞれ出来事内部、出来事外部の複数性を表すと
言える。AHCI は主語の複数性を表すのが基本のようだが、目的語の複数性や時間・空間の
複数性を表す場合もあり、これまでの参与者数との一致という観点からではなく、出来事内
部／外部複数性の観点から整理することでよりよく理解できるのではないかと思われる。 

 

４．まとめ 
本発表では、動詞複数形と複数標識 AHCI という２つのタイプの複数標示の意味の違い

を探ってきた。この区別は、出来事内部複数性と出来事外部複数性という、繰り返しを解釈
する２つの方法を反映していることを示唆している。出来事内部／外部の複数性という観
点から分析する過程で指摘できたことは以下の通りである。 

 

① 異根動詞と-n/-p 交替型、V/-pa 交替型で標示される数の種類が異なる可能性がある 

  異根動詞・-n/-p 交替動詞は非対格自動詞で、内項の数に一致する（uk/ uyna のような他
動詞も内項に一致）のに対し、V/-pa 交替型は動作の複数性を表す。 

② 動詞複数形は出来事内部の複数性を、複数標識 AHCI は出来事外部の複数性を表す。 

② AHCI は参与者（多くは主語）の数を表すことが多いが、時間・空間の複数性も表しう
るもので、出来事外部複数性を表すと考えられる（参与者数のみでは説明しがたい）。 

③ 傾向として、出来事内部複数性を標示する動詞複数形は非対格自動詞主語・他動詞目的
語（どちらも内項）の複数性（ただし V/-pa 交替型の複数形は動作の複数性）を表し、
出来事外部の複数性を標示する AHCI は主語の複数性を表すことが言える。 

 

表２．動詞複数形と複数標識 AHCI による複数性の傾向 

動詞の種類 動詞の標示する数（出来事内部的） AHCI の複数性（出来事外部的） 
動 
詞 
複 
数 
形 

語幹交替型 内項の数（自動詞主語、他動詞目的語） 主語の数 

-n/-p 交替型 内項（主語）の数 主語の数 

V/-pa 交替型 動作の数 主語の数 
複数形を持たな
い動詞 

なし 主に主語の数 

 

グロス略号一覧 
1,2,3 1,2,3 人称／COP 繋辞／N 主格／NOM 名詞化／O 目的格／P 所有格／PL 複数／
POSS 所属形形成接尾辞／SG 単数／TOP 主題 
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